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１．本研究の目的 
 本研究の目的は，愛知教育大学時代における有

田和正(1935-2014)の生活科授業づくり論の特質

に関して，彼の語りと実践に着目して明らかにし，

その意義について考察することである。 
 「生活科」は，1989 年度の学習指導要領改訂に

よって誕生し，1992 年度から全面実施されること

が決定された教科である。これまでの生活科の構

想・展開に関する先行研究においては，生活科の

学習指導要領の成立過程1や研究開発学校におけ

る生活科の授業づくり2に関する研究などが取り

組まれている。しかし，生活科を牽引した研究者・

大学教員レベルでの理論の特質の解明までには十

分に至っていない。 
戦後日本を代表的する小学校社会科の実践家で

あった有田も，生活科の構想・発展に寄与してき

た研究者・大学教員の一人である。有田は，生活

科の創設期に，筑波大学附属小学校から愛知教育

大学幼児教育講座に転任し，生活科の推進に関わ

っていた。 
彼の生活科の牽引に関わる活躍について論じた

先行研究は，以下のものがある。馬居(2014)は，

有田が生活科の誕生に際して，「教師としての実践

をもとに，ありうべき方向を提起」3していたこと

について述べている。渡邉(2017)は，有田が初期

生活科期において単著としても大学用テキストを

作成し，「小学校現場における実践記録に即して，

生活科の本質を構築させていくものとなっている」

4ことについて述べている。 
しかし，これまでの先行研究では，有田が生活

科の構想・展開に寄与してきたことを，明らかに

しつつあるが，有田の生活科教育論の特質につい

ては，十分に整理されていない。そこで，本稿で

は，愛知教育大学時代（1992-1999）における彼の

語りに着目して，有田の「生活科授業づくり」論

の特質を明らかにしその意義を考察したい。 
 
２．研究の方法 
 研究の方法は， 有田の愛知教育大学時代におけ

る著作・論文の中から生活科授業づくり論に関わ

る資料を収集・整理し，分析を通して特質を明ら

かにするとともに，その意義について考察する。 
愛知教育大学時代の有田の語りと実践に着目す

る理由は，以下の三点からである。一点目は，当

時が，「生活科教育第１期」5に当たり，有田が著

作等を通じて生活科教育の牽引に取り組んでいた

ためである。二点目は，当時の有田が，愛知教育

大学幼児教育講座に所属し，生活科教育の研究や

教員養成に携わっていたためである。三点目は，

当時の有田が，愛知教育大学において生活科教師

の現職研修に関わり，学校現場の教師たちに多大

な影響を与えていたためである。以上の理由から，

有田の愛知教育大学時代が，生活科の構想・発展

に最も精力的に取り組んでいた時期として捉えら

れる。 
したがって，本研究では，愛知教育大学時代に

おける有田の語りと実践に着目し，資料分析を通

じて，彼の生活科授業づくり論の理論的特質を明

らかにするとともに，それが与えた意義について

考察する。 
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３. 愛知教育大学時代における有田の生活科教育

論 

（１）生活科教科観 

 筑波大学附属小学校時代(1976-1992)の有田は，

「ポストづくり」や「バスの運転手」などといっ

た優れた低学年社会科の実践を報告していた。し

かし，愛知教育大学時代の有田が，それらの実践

を生活科との関連で語ることは少なかった。それ

は，有田が，低学年社会科と生活科を別の教科と

して捉えていたためである。当時の有田は，低学

年社会科「ポストづくり」の実践について，次の

ように語っている6。 
資料１ 低学年社会科「ポストづくり」の実践について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このように有田は，それまでの自身の低学年社

会科「ポストづくり」の実践と，これから行われ

る生活科の実践を分けて捉えていた。そのことは，

有田が生活科を独自の教科として考えていたこと

を示している。加えて有田は，生活科と社会科や

理科，総合的な学習の時間との関連性については，

図 1 のように示していた7。 
図 1 のように，有田は，生活科を，社会科や理

科と別の教科として位置づけ，総合的な学習の時

間に近いものとして捉えていたのである。しかも，

生活科を，高学年での教科学習の基盤となる教科

として捉えており，生活科独自のねらいを尊重し

ていたといえる。 
では，有田は，生活科授業を通じて，子どもに

つける学力をどのように捉えていたのか。有田は，

生活科でつける力について，図２のように表して

いた8。 
 図２で示されているような「感性をみがく」「認

識力・判断力をみがく」「生活技能をみがく」「た

くましさを育てる」といった能力は，「知識を生産

していく力」だとしている。そして，社会認識・

自然認識・自己認識も，「社会の変化に対応して，

新しい知識を自らの力で生産していける力の基礎

としてはたらくものでなくてはならない。知識を

生産していく力とは，いいかえれば，『学ぶ力』で

あり，『問い続ける力』であり，『生きる力』であ

る。『生活科』では，知識を与えることを放棄し，

学力を育てることに徹するべきである」9と述べて

いる。つまり，有田は，「新しい学力観」に基づい 

 2年生の社会科で，「ポストづくり」という単元

はなかなか面白く多くのよい実践がなされてい

る。 
 1枚の紙でポストをつくりながら，子どもたち

に「ポストにもたくさんのわからないことがあ

る」ということに気づかせていく―という実践

は，多くの人々によって追試され，今もされてい

るようである。 
 ポストづくりで，多くの「はてな？」を引き出

し，「未知」に気づかせて調べざるを得ない状況へ

追い込む。いや，子どもが自らをそういうふうに

していく。 
 子どもたちは，体当たりしながらポストのヒミ

ツへと追究の内容と方法を深化させていく。 
 指導していてこれほど面白いことはない，とい

う体験をしてきた。 
 しかし，生活科の登場で，このような追究する

子どもの育成が，できなくなるのではないかとい

う懸念を持っている。 
 

図１ 生活科を中心とした教科の関係図（有田，1997,p.132） 
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表１ 愛知教育大学時代の有田和正の主要著作 

年 主要著書 生活科教育年譜 
1992 『5 年生に育てたい学習技能』明治図書 

『4 年生に育てたい学習技能』明治図書 
『有田式指導案と授業のネタ』全8巻・別冊3巻 明治図書 

生活科全面実施 1 年目 
日本生活科教育学会学会

誌「せいかつ」第 1号発

行 
1993 『社会科授業に使える面白クイズ③』明治図書 

『3 年生に育てたい学習技能』明治図書 
『2年生に育てたい学習技能』明治図書 

『1年生に育てたい学習技能』明治図書 
『「ユーモア教育」で子どもを変えよう』明治図書 
『「環境教育」の教材開発』明治図書 
『有田学級の「道徳」の授業』明治図書 
『「追究の鬼」を育てる授業技術』明治図書 
『授業に使える面白小話集第 1 集』明治図書 

生活科全面実施 2 年目 
 

1994 『写真で見る生活科授業づくりのテキスト』明治図書 

『「考える子ども」を育てる社会科の学習技能』明治図書 
『教師はどこを見られているか』明治図書 

生活科全面実施 3 年目 
 

1995 『「追究の鬼」を育てる学級づくり』明治図書 
『新教育課程に挑む社会科授業』明治図書 
『子どもを伸ばす教師の Q&Aヒント集』明治図書 

生活科全面実施 4 年目 
日本生活科教育学会『大

学生の生活科テキスト』 
1996 『生活科で育てる「新しい学力」』明治図書 

『教師の実力とは何か』明治図書 

『新・ノート指導の技術』明治図書 
『学習技能を鍛える授業』明治図書 
『環境教育としての「ゴミ学習」』明治図書 
『子どもとつくる総合学習』明治図書 
『1年生の成長記録』明治図書 

生活科全面実施 5 年目 
 

1997 『1年担任の実力と責任』明治図書 

『教育技術は人柄なりや？』明治図書 

『授業は布石の連続』明治図書 
『社会科教材研究の技術』明治図書 
『生活科・教材開発のアイデア』明治図書 

『生活科授業づくりの基礎』明治図書 

『子どもの生きる授業づくりの基礎』明治図書 
『社会科授業づくりの基礎』明治図書 
『子どもの生きる授業づくりの技術』教育出版 
『社会科授業づくりの技術』教育出版 
『生活科授業づくりの技術』教育出版 

生活科全面実施 6 年目 
 

1998 『「頭のカルテ」で子どもをとらえる技術』明治図書 生活科全面実施 7 年目 
学習指導要領告示 

1999 『社会科授業の転換を図る』明治図書 
『「生きる力」を育む社会科授業』明治図書 
『21世紀の学力・学習技能』明治図書 
『生活科から総合学習へ』明治図書 

『新しい学級づくりの技術』明治図書 
『教師の生きがいと学び方』明治図書 

生活科全面実施 8 年目 
2000 年度より総合的な

学習の時間が段階的に始

められる 

（生活科教育関係は、ゴチック体。筆者作成) 
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て，生活科で育てる学力を捉えていたのである。 
 
（２）生活科の授業と育てる能力 

当時の有田は，「新学力観」について，図３のよ

うに整理していた10。 
図３からは，有田が，「新学力観」について，子

どもの問題解決学習を軸に据えていたことが分か

る。すなわち，当時の有田は，生活科について，

問題解決を通じて「新学力観」を育む教科として

捉えていたのである。以上のような「新学力観」

に基づき，有田は，生活科の授業と育てる能力に

ついて，図４のように示していた11。 
図４からは，有田が，生活科の授業において「体

験活動」や「見る」「きく」「調べる」「表現」とい

った子どもの直接体験を重視していたことが分か

る。中でも，生活科の授業を通じて，子どもの「〜

してみたい」「はてな？」「きいてもらいたい」「み

てもらいたい」といった思いや願いの芽を育むこ

とを大切にしている様子が分かる。ここでは，有

田が，子どもの体験を軸にして生活科授業を構想

していたことが特徴的である。このことは，有田

の考える生活科授業が，「子ども自身」や「子ども

の成長と発達」を教科内容構成の主眼に据えると

いった成立当初からの生活科教育の目的12とも重

なるところである。 
 
４. 愛知教育大学時代における有田の生活科授業

実践 

（１）生活科の年間指導計画 

有田は，筑波大学附属小学校時代から，独自に

生活科の年間指導計画を構想していた。表２には，

1988 年度版の小学校 1 年生の年間計画を示した。 
 この年間指導計画は，文部省が発表した『資料

／生活科研究の視点』(1998.4.12)を参考にして作

成したものだと考えられる。そして，有田の考え

た生活科の年間指導計画は，子どもの問題追究を

表２ 有田の考えた小学校1年生・生活科年間計画（1988年度版） 

学習内容 学習内容 

一 あくしゅをしよう 
 ※子どもたちは，実に自然に隣近所のクラスや上

級生へ広げ，草や木，虫などへ発展させた。 
二 あさがおをそだてよう 
 ※5/17 からずっと観察し，せわをし，面白い作品

をつくりあげた。 
 ・あさみちゃんものがたり 
 ・あさがおものがたり 
 ・あさがおにっき 
 ・カルタや VTR など 
三 がっこうのいきかえり 
 ※道草のおもしろさと危険性を追究。 
  登下校をたのしむようになった。 
四 夏のあそび 
 ※七夕祭りを加えた。 
五 秋の虫とあくしゅをしよう 
 ※かたつむり，こおろぎ，バッタなどを飼育した

り，遊び場をつくって一緒にあそんだりした。

「虫の音楽会」もやった。 
六 「秋」をさがそう 
 ※秋の公園へ秋さがしに行こう 
  色づいた木の葉をひろったり，木の実をひろっ

たりする。 
 

 ※木の葉や木の実でつくろう 
  面白い模様や秋の着物を作ったりした。木の

実でこまをつくったり，的あて遊びをしたり

する。 
七 わたしのかぞく 
 ※「かぞくとは何か？」これはなかなか面白か

った。ずっと追究する内容となった。 
 ※「かぞくのとくちょう（あそびを含めて）」「わ

たしのしごと」→「かぞくのしごと」へ発展 
八 「冬」とあくしゅをしよう 
※氷がはれば，その時点でペンダントつくりを

やる。これは必ず家庭へ発展する。 
※両親やおじいさん，おばあさんの子どもの頃

のあそびを教わることを通してふれあいを

深める。 
九 わたしの１年間 
※「できるようになったこと」 
 「こんな成長をした」→「こんな成長をした

い」と発展させ，２年生への希望をもたせ

る。 
※「わたしの成長」を，作文や紙芝居，カルタ，

絵本などに物語風に面白くまとめる。 
※ 八と九は，並行してやることになることも

ある。 
（有田和正(1994)『写真でみる生活科授業づくりのテキスト』明治図書，p.244より筆者作成） 
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５. 有田の生活科授業づくり論の特質 

 以上の分析より，愛知教育大学時代における有

田和正の生活科授業づくり論からは，「教材（ネタ）

開発」「はてな？」「支援」という三つの特質が明

らかになった。 

 

(１) 生活科授業における「教材（ネタ）開発」 

 愛知教育大学着任以前より，有田は，「ネタ教材」

を重視した社会科の教材開発に取り組んでいた。

 

図 6 生活科授業における「発問」（有田，1994,p.12） 
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軸にした単元構成がなされていた点が特徴的であ

った。つまり，有田は，生活科の単元開発を教師

自身が行っていくことを認めていたのである。そ

うした点に独自性があったといえる。 
 
（２）生活科の授業実践 
 愛知教育大学時代における有田の代表的な生活

科の授業実践として，「かたつむりとあそぼう」の

実践13をあげることができる。表３には，授業の概

要を示した。 
この授業は，1997 年 6月 21 日，日本生活科教

育学会第 6回全国大会（愛知大会）において愛知

教育大学附属岡崎小学校の 1 年生を対象に行なっ

た提案授業であった。 
この授業で特徴的であるのは，「学習問題」とし

ての「発問」である。具体的な授業記録の中には，

「渦の巻き方はどちらか？」「かたつむりには目が

ありますか？」「ガムテープの上は歩けるかなあ？」

などといった「発問」もなされていた。こうした

「発問」は，有田によって「はてな？」とも言い

換えられている。このようにして，有田は，子ど

もたちに「はてな？」を持たせることをねらいと

して，生活科の授業実践に取り組んでいたことが

分かる。 

 

予想される学習活動 指導の留意点 
 
1. 
 
 
2. 
 
・しっぽがない（足が短い） 
・うず巻きがない…右巻きか左巻きか 
・触覚が足りない…何本あるか 
・目がない…視力はどのくらい 
・口がない…歯は何本あるか 
・色がついていない…時には赤いのもいるでし

ょう 
・模様がない…時にはないのもいるでしょう 
       ＜↑ゆさぶり＞ 
 
3. 
 
 
・つなわたりができる 
・竹ひごの上を歩ける 
・包丁の刃の上を歩ける 
・木のぼりができる 
？ガラス板をのぼるか→ 
 
 
 
 
 
？水泳ができるか 
？ジャンプやかけっこができるか 
 

○ 「かたつむりについて知ってるぞ！」と自信

をもたせる。 
○ かたつむりのできることもいうかもしれな

い。そのときはやらせてみる。 
○ 本物のかたつむりを見ながら，おかしいとこ

ろを指摘するはずである。この見直しで新し

い発見があるはずである。 
 
○ 見方の不備な点を問いかけたりして，「はて

な？」を発見させる。答えられないことや，

意見が対立したことは「はてな？」として残

しておく。 
 
 
 

○ かたつむりとどのくらい遊んでいるかを問

うための発問である。つまり，これまでの体

験を問うものである。わからないとき，問い

かけながら進め，「はてな？」として残してい

く。 
 
 
○「調べてみよう」―というように導く。 

（有田和正(1997)『生活科から総合的学習へ』明治図書，p.108 より筆者作成） 

 

表３ 有田和正「かたつむりとあそぼう」の実践（1997 年 6月 21日） 

かたつむりについて，知っていることを教えて

ください 

かたつむりの絵を描いてきました。上手でしょ

う？ え？ どこかおかしいですか？ 

かたつむりはどんなことができるか教えてく

ださい。 

― 6― ― 7―
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かたつむりの絵を描いてきました。上手でしょ

う？ え？ どこかおかしいですか？ 

かたつむりはどんなことができるか教えてく

ださい。 
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（３）生活科授業における「支援」 

 愛知教育大学時代の有田は，生活科授業におけ

る「支援」について，「指導するということは，子

どもが自ら学ぶように支援したり，援助したり，

助言したりすること」であるとし，「支援・援助・

助言というのは指導と同じこと」23という考えを

もっていた。こうした有田の「支援」についての

捉えは，図７ように示されている。 

図７より，有田における「支援」の捉えは，子

どもが自ら学ぶための「指導」の一環として考え

られていたことが分かる。有田は，指導するとい

うことの本質について，「子どもが自ら学んでいく

ように，支援したり援助したりすること」だとし

て，そのためには，①子どもの「やる気」（関心・

意欲）を引き出す②どんなこと（内容）を学んだ

らよいのか示唆する③どのように（方法）学んだ

らよいのか示唆するといった三つのことが必要だ

と述べている24。 
すなわち，有田の生活科授業における「支援」

25についての考えは，「子どもが自ら学ぶ」ために，

教師の能動的な行為を促すものであったという点

に独自性があったといえる。 
 
６.有田の生活科授業づくり論の意義 

 本研究の目的は，愛知教育大学時代における有

田和正の生活科授業づくり論の特質に関して，彼

の語りと実践に着目して明らかにし，その意義に

ついて考察することであった。最後に，有田の生

活科授業づくり論の意義について若干の考察を行

いたい。 
 愛知教育大学時代における有田の生活科授業づ

くり論は，当時の生活科の教員養成や現職研修に

おいても多大なる影響を与えていた。表 3 には，

愛知教育大学「生活科教研究Ａ」授業計画(1997 年

度)を示した。 
ここで有田は，「生活科研究Ａ」の授業目標・概

要について，「生活科は，具体的な活動や体験を通

して，自分と身近な社会や自然とのかかわりを学

んでいく教科である。新しい教科であるため，学

生には理解しにくい。このため，『講義』になって

いるが，可能な限り具体的な教材を使って，学生

自身が活動や体験をしながら，『生活科とは何か』

ということを学べるようにする。」26と述べている。

つまり，有田の生活科の教員養成や現職研修は，

徹底的に活動や体験を伴うものであったことが示

される。こうした学習者の興味・関心を大事にし，

「追究」を軸にした生活科授業づくり論が，生活

科教育第１期において学校現場の教師たちに受け

入れられたのである。そして，そのような有田の

生活科授業づくり論が説得力をもち得たのは，彼

の学校現場での実践に裏打ちされたものであった

ためであろう。 

 以上のような有田の生活科授業づくり論からは，

生活科授業をつくる教師の教材研究について示唆

を得ることができる27。また，生活科授業における

学習者の「追究」の在り方を具体的に示したこと

にも価値がある。有田の生活科授業づくり論は，

「具体的な活動や体験」を目標や内容とする生活

科という教科の本質に通じるものだといえる。 
 
【付記】  

本研究は，科学研究費助成研究 課題番号：
22L18628を受けた研究成果の一部である。 
 

表４ 有田和正・略歴 

年月 主な経歴 
1935 年 8月 福岡県田川郡川崎町に生まれる。 
1958 年 3月 玉川大学文学部教育学科卒業。 
1958 年 4月 福岡県田川郡川崎町立池尻小学

校教諭。 
1963 年 4月 福岡県田川郡川崎町立大峰小学

校教諭。 
1967 年 4月 福岡教育大学附属小倉小学校教

諭。 
1976 年 4月 筑波大学附属小学校教諭。 
1992 年 4月 愛知教育大学教育学部幼児教育

講座教授。 
1999 年 3月 愛知教育大学を定年退官。 
1999 年 4月 教材・授業開発研究所代表。 
2006 年 4月 東北福祉大学子ども科学部教授。 
2010 年 4月 東北福祉大学子ども科学部特任

教授。 
2014 年 5月 逝去。 
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社会科の教材開発に関して，有田は，「一人一人の

子どもたちが切実な問題をもって，意欲的に追究

する教材をつくり出し，それを組織づけ」14ること

が重要だと述べていた。それと同様に，生活科の

教材開発も，「ネタ教材」を中心に構想していたこ

とが示される15。なお，有田は，教材研究の在り方

について，図５のように示していた16。 
 図５から明らかになるのが，有田の生活科授業

における「教材（ネタ）開発」についての捉えで

ある。有田は，生活科の「教材（ネタ）開発」に

ついて，「生活科の授業においても，子どもたちが

『おもしろそう。もっとやりたい』というように

するには，教材（ネタ）の開発が重要になってく

る。生活科を『太陽』にすることができるかどう

かは，この教材開発にかかっている」17と述べてい

る。このような有田の語りからは，生活科授業に

おける「教材（ネタ）開発」が，子どもの「おも

しろそう。もっとやりたい」という思いを「太陽」

として引き出すことを主眼としたものであったこ

とが分かる。したがって，有田の生活科授業にお

ける「教材（ネタ）開発」は，子どもの意欲的な

「追究」を軸にしたものであったといえる。 
こうした有田の「教材（ネタ）開発」のアプロ

ーチに対して，池野(2009)は，子どもの教材への

気づきから考える「下からの教材化」18として捉え

ていた。また，關(2009)は，「認知的促進型教材活

用による授業構成論」19と論じていた。このように

有田の生活科授業における「教材（ネタ）開発」

は，子どもからの発想を大事にしていたのである。 
 
(２) 生活科授業における「はてな？」 

愛知教育大学時代の有田は，生活科授業におけ

る学習問題について，「はてな？」という言葉で表

現していた。これは，有田による「発問」観に基

づいていた。有田の生活科授業における「発問」

観は，図６に示した20。 
図６からは，有田が，生活科授業における「発

問」を通じて，「既知」（わかる）のものから，「未

知」（わからない）ものへと，視点の転換をねらっ

ていたことが分かる。当時の有田は，「発問」につ

いて，「最近問題にされている発問は，子どもたち

が，自らの力で教材内容にたちむかい，それを追

究して自分のものにしていく授業をするためのも

の」21と捉えていた。すなわち，有田の考える生活

科授業における「発問」とは，子どもたちに問題

追究を促すために，「ゆさぶり」を掛け，視点の転

換を迫るものであったといえる。 
このように有田の考えた生活科授業における

「発問」は，教師たちに「追試」22として受け継げ

られ，多大な影響を与えていたのである。 

表３ 愛知教育大学「生活科研究Ａ」授業計画(1997 年度) 

授業科目：生活科研究 A  学年：２，３年 単位 a２ 担当者：有田和正 
授業目標・概要：生活科は，具体的な活動や体験を通して，自分と身近な社会や自然とのかかわりを

学んでいく教科である。新しい教科であるため，学生には理解しにくい。このため，「講義」になって

いるが，可能な限り具体的な教材を使って，学生自身が活動や体験をしながら，「生活科とは何か」と

いうことを学べるようにする。 
授業計画・内容： 
① 生活科の授業のつくり方・展開のしかた 
② 生活科の教材・活動の開発のしかた 
③ 生活科の指導のしかた（支援・援助のしかた） 
④ 生活科で育てたい能力 

教科書・参考書等：有田和正『生活科授業づくりのテキスト』（明治図書）を使って授業を進める。 
評価方法：関心・意欲・態度を重視する教科であるため，学生の学習意欲や授業への参加態度を重視

し，出席・作品・研究発表等と，テストまたはレポート等で総合的に評価する。 
（愛知教育大学『授業計画（教科科目・教職科目編）1997シラバス』,p.48より筆者作成） 

…などを主な柱として，適当な教材や

授業例を使って，学生が活動や体験を

しながら学んでいけるようにする。 

― 8― ― 9―
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る学習問題について，「はてな？」という言葉で表

現していた。これは，有田による「発問」観に基
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問」を通じて，「既知」（わかる）のものから，「未
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Ⅰ 研究の目的 

 生活科は，1989 年の学習指導要領改訂で登場
し，1992 年の全面実施をもって全国の小学校で
導入された。当初は，生活科の指導に苦手意識を
もつ教員が多かったことが明らかになっている
（増本・天笠，1994）。 

生活科が全面実施されてから 30 年以上が経ち，
既に生活科の授業に慣れ親しんだ世代も教員とし
て教壇に立っている。その影響もあってか，近年
は生活科の指導に苦手意識をもつ教員は減ってい
るとの報告もある（加藤，2024）。生活科は小学
校において定着しつつあり，この教科で「何をす
ればよいか」という具体的な活動や学習内容（コ
ンテンツ）については，既に多くの教員に理解さ
れていると言える。その一方で，いわゆる「活動
あって学びなし」との批判があるように（文部科
学省，2017），単に活動や体験をさせればよいと
いった安易な捉えで実践される授業も散見される。 

一般的な教科では，子供に獲得させたい知識や
技能を中心に授業を構想する。そこでは，認知的
な学習過程が柱となる。一方で，生活科は単に知
識や技能の習得を目指すものではなく，子供の生
活に即した学習活動が展開される。その過程では，
子供は自らの思いや願いの実現に向けて，対象と
直接関わり，試行錯誤したり繰り返したりしなが
ら，さらに自らの思いや願いを膨らましていく。
この学習の過程は，社会的で情動的な側面を大い
に含んでいる。 

生活科において，社会性や情動に関する指導は，
いわゆる「授業名人」の「名人芸」に内包されて
おり，その指導は，「隠れたカリキュラム」（hidden 

curriculum）として明示されてこなかった。そのた

め，「授業名人」の指導スキルの内実はこれまで明
確になることはなく，しばしば「センス」といっ
た抽象的な概念で捉えられる。 

生活科が社会的で情動的な側面を有しているこ
とを踏まえると，生活科の指導力には，社会性と
情動の学習（Social and Emotional Learning）（以下、
SEL）が大きく関わると考えられる。このように
考えると，SEL のプログラムは，「授業名人」の
「名人芸」を部分的に明示化し，一般化すること
につながる可能性がある。 

そこで本稿は，小学校段階の代表的な SEL のプ
ログラムから生活科の指導スキルにつながる SEL

のプログラムを検討する。 

 

Ⅱ 社会性と情動の学習（SEL） 

SEL は，「情動の理解と管理，積極的な目標設
定と達成，他者への思いやりと表出，好ましい関
係づくりと維持，責任ある意思決定について，子
供や大人がこれらを実践するための知識，態度，
スキルを身につけて効果的に利用できるようにな
る過程」（CASEL, 2013a）と説明されている。SEL

の効果として，目標設定，問題解決，意思決定な
どに肯定的な影響が認められている（Durlak et al., 

2011）。特定のプログラムを指すものではなく，性
教育や薬物依存防止，自殺予防などに特化したプ
ログラムや，学校経営に関わるプログラムなど，
多種多様なプログラムが考案されている。通常は，
授業の講義形式にペアワークやグループワークを
取り入れる形で展開される（西田ら，2018，p.34）。 

日本においても，SEL に関する研究は盛んにな
りつつある。日本における SEL に関する研究を中
心に進めている小泉令三は，イライアスら（Elias  10 
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